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上図は1969年､アメリカ合衆国

NASAによるアポロ11号月面曽

陸任務の飛行プランの一部だ。

タイムラインコンセプトを用い

て､いつ何をすべきかという情報

を的確に伝えている

P194,Ｙ印I：ＲＯ，

未来

インフォメーションデザインが､今後10年たっても主要

な役割を演じているかどうかをちょっと考えてみよう。

あらゆるメディアからの情報量は澗実に１Mえており､取

捨選択の方法はより洗練されなくてはならない。悩報

を理解させるためにはプレゼンテーションの体系化も

９

LEFT60o･PITCHUP110o
ORDEAL

3印oDU4IN5PECTION

YAhI

SET

YAM

100:1９

！
’

ACOuIREHSFN

ANTP123gY-37

は
じ
め
に
⑨
咽

P２７ＵＰＭＴＥ OA、

IN

IIW

月面着陸の飛行プラン必要だ。

まさに変革が起きようとしているのが､交通機関だ。

輸送機閲の中でも、とりわけバスの利用者は、行き先

やバスの到魁時間、バスの巡回する間隔などについ

て､すべての乗客が同等の悩報を得られるようになる

だろう。飛行機の乗客に、出発地だけでなく経由地の

佃報も知らされるように、バスの乗客もルート上の停

留所に関する梢報が得られるようになるのだ。停留所

や主要な駅には、おそらくインターネットに接続された

情報表示板が用意され､ほかの輸送手段も含めた広範

囲の旅行佃報が得られるようになる。時刻衷や旅行ル

ートのプリントアウトもできるだろう。

ドライバーはより進化したインフォメーションデザイ

ンの恩恵を受けられ、カーナビは乗り物すべてに標準

装術されることだろう。そのためにもカーナビの規格

スにしたソフトウェアを使えば､ユーザーは幅広いジャ

ンルのプレゼンテーションを制作できる。たとえば､ビ

ジネスレポート、製品販売用アプリケーション､ＣＤ・

ＲＯＭタイトル､インターネット用プログラムといった利

用方法が考えられるだろう。スキルを持ったユーザー

は､付属のエディタを使ってテキストや音声､アニメー

ションなどを取り込め､インタラクティブな要素を時間

ベースで同期させることができる。
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ルフトハンザ航空では、救命調

次の着用手湘を示す手段として、

ストーリーボードを用いた方法を

採用しているストーリーボード

とは、一連の絵を並べて貼り付

けたパネルのこと。ストーリーボ

ードｆ使うと、キャプションを使

わなくてもよいし、各国棚に鮒

限する必要がない。ただし文字

＊仙わなぃ埋合は、色仙いを工

夫したり、テスト期間を識けるな

ど、入念な雛伽段階を踏まなけ

ればならない（p‘５９図9参照）

ルフトハンザ航空７３７型槌

の救命飼衣の葱川手眼
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が早めに統一されることを願いたい。たとえば車のフ

ロントガラスに映像を映し出し、顔を上げたまま見る

ことができるカーナビの登場はずいぶん前に予測され

たことだが､遅かれ早かれ、安全団体の行動によって

実用化されるだろう。個人的なナビゲーションシステ

ムは、おそらく3種類のグラフィック表示を切り替えら

れるようになる。文字を使った言葉や音声での説明

と、矢印やピクトグラムを使ったシンボル表示､そして

邑純化されたマップ上に方向を示す矢印が表示される

地図表示だ。飛行機の乗客は、すでにアニメーション

化されたフライトマップによる'|W報提供を受けている

(図11参照)。飛行機のどこに乗っても､座席の背に鞍

箇されたディスプレイで、操縦席からの眺めを見られ

るようになるのも遠いことではないだろう。

技術の変革は急速に進んでいるため、プログラムな

どを使って未来を予測しようとしても無駄な努力だ。し

かし、あらゆる技術革新に見られる一般的な原則は、

当たり前のことだが便利になることだ。ユーザーが市

を成し遂げるために、どんなシステムがもっとも便利か

を考えれば、その未来像が見えてくる。たとえばレコー

ドとＣＤのような音楽ディスクの標準化競争､写真用フ

ィルムの規格､パソコンのコマンド入力とアイコンを使

ったグラフィカルインターフェイスなど､どれをとっても

利便性に勝るものが主流になってきたではないか。
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製品がより複合的に進化し、アプリケーションの荊

用範囲は広がり続けていることを考えれば､説明的な

要素はふたつの形態に分かれていくことが予想される。

ひとつは、完成品に添付されるインタラクティブなディ

スクを使い、画面上で説明笹を読むようになる。もう

ひとつは携帯用の製品に添付される印刷されたマニュ

アルである。印刷物で提供される知識は、カードのよ

うに薄いA5かA4サイズの携排用液晶ディスプレイが

開発され､短時間のアニメーションで見られるようにな

るかもしれない。このようなアドオン･プログラムを使

った説明用ディスプレイは、扱いづらいラップトップコ

ンピュータにとって代わることだろう。

統計学的な情報は現在とはかなり違う形式に発展

しそうだ。図12のような特殊な図表を含め､グラフ､バ

ーチャート、パイグｲﾔグﾗﾑといった図表は､統計学的

な情報を示すのにとても重要なツールである。しかし、

新しい形式が作られてからすでに300年以上が経過し

ており、インタラクティブなメディアで動きのあるイメ

ージにする必要性が出てきている。

こういった状況を考えると、これからデザインを学ぶ

学生は､現在グラフィックやマルチメディアについて学

んでいる学生よりも幅広いスキルを必要とされること

だろう。タイポグラフィ、グラフィック､動画､音声、音

楽などの統合は､現在マルチメディア製品を提供し､そ

の作成を依頼するために要求されるのと同等の､審美

眼や技術的スキルを身につけなくてはならない。

現状では、これらのスキルをすべて身につけられ

るような学校やカリキュラムは、ほとんどないに等

しい。これからのデザイナーたちが先述に続くため

には、彼ら自身で必要なスキルの習熟方法や修得の

ための時間を考える必要があるだろう。
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ツブI‘１，一般の人を対象に、１８

の危険項１１の中から8つの危険を

迦択してもらうアンケートを基に

作成されている。見やすさを考え

て､２６の危険項目にのみラベル

キ付けてある
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いう水で使用した図の捜剖．ポ

ール・スロヴィックの懸案による。

図のような中央に柚を償いた図

は、統計学的な要紫を蕊現する

のにもっとも適している。このマ
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● 旅行者への'情報提供の方法
サイン表示システム・建物の表示・ルート検索システム
標識・ロードマップ･公共の輸送システム

地の情報を総合的に表示することが可能になった。同

じ技術は、個別の客車での'附報提供にも使われてい

る。こういった柵報をアナウンスでⅢ)くのではなく、視

覚的に見られるようになったことは､多くの乗客にとっ

て混乱を減らす要因になっている。未来のどこかで、

旅行者はこれと同じ技術を使って､観光ガイドが読め

るようになるかもしれない。

電子的なものではないのだが、同様の発想で開発さ

れたものが"SwissNationaIRailways，，(スイス国営

鉄道)の"viewingpIatiorms"と呼ばれるパノラマ列

車に設置されている。その装砥は、田圃地方の景勝地

で遠く離れた目印を探すために使われるマップに似て

いる。電車用の装置は水平の半円形のダイヤグラムに

なっていて､旅行者が目の前に見える湖や山の特徴を

確認できるようになっているくp､40-41図1-4参照)。旅

客車両の両端にある窓に設置されたそのディスプレイ

は、旅行者に大人気である。

バスのネットワーク(ｐ44-45図1-8参照)、空港

今日のように電子化が進むまで、電車の乗客が旅行

のための情報を探す手段は、ポスターやポケットサイ

ズに印刷された時刻表に限られていた。そのため､到

洲時刻や電車の接近を知るには、時刻表を正確に読

み取れなければならなかった。現在でも解決されてい

ないのだが､人を迷わすような多くの特例が､時刻表

では明確に区別されていない。たとえば､週末や祝日

の運転時刻や､切符の販売制限などが同じ時刻表の

中に混在してしまっている。

これに対して､飛行機の情報を表示する掲示板は、

弓･の時間帯に絞った発蒲便の悩報だけを表示すること

で､コンコースを横切るときにチラシと見ればわかるよ

うな大きさで乗客に!'W報を与えることに成功してきた。

般近改善された点といえば､機械的にパタパタと勤<

掲示板から､電光掲示になった程度だ。電車の乗客も

こういった洗練された電光掲示を楽しみ始めている。

デジタル技術によって､すべての駅のプラットホームや

主なコンコースで、一定時間ごとに、出発時刻や目的



旅
行
者
へ
の
情
報
提
供
の
方
法
・
垣

；

(p､22-23図1.5参照)、海洋センター(p､26.27図1-5

参照)、遊歩道くP､２８図1-2参照)といった、最近完成

した輸送システムの標縦は、お互いにリンクできるよ

うに統一したネットワーク環塊を構築している。広範

囲に点在する場所でも、そのインフラを使えば予約す

ることが可能だ。町や市全体が統一感を持ち､視覚的

にも結びついていることが多い。こういった計画でも

っとも優れているのは、ロードマッズ行き先表示、時

刻表などの細部の処理にまで細心の注意が払われて

いることだ。

国際空港や巨大駐車場設愉の規模での結びつきで

は、専門のプランナーやデザイナーを雇い､従来の表

示システムを取り払って､ドライバーが駐車場から正し

いターミナルビルにたどり猫けるように工夫している。

地図や道順は駐車場のチケット販売機でプリントアウ

トでき､各販売機は乗客がチェックインするルートの記

入された適切な地図を背景に亜ね刷りするようになっ

ている。このシステムは、ある交通手段から別の交通
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ロンドンバスのロードマップ

､

ロンドンバスの遡行地図は、]1［

体の側而に直接取り付(』られて

いる。前面には行き先を示した

パネルが取り付けられている。

他の交通機間に比べても、行き
先と途中停車駅がわかりやすい



この独創的なデザインのナビケ

ーシＩンツール肱1950年代捜半

のもので､イギリス国内の高速

通路は禍戦されていない。プラ

スチックのケースの中には、平

行に折りたた＊れた地図が納め

られているケース側而のレバ

ーを動かすと、逝踊鋤がセクシ

ョンごとに表示される．裏側に

鯵道路綱全体が褒示される

AutOmappa(オートマッバ】

pｐ

手段に乗り換えるときに起こりがちな、ナビケーション

に関するイライラを解消するのに役立っている．

迩登機関のドライバーは、全体的に見て幹線道路や

高速道路の標職に満足している。こういった標識は、

現実的な迎送機関のスピードや､悪天候や夜間といっ

た条件､早めの車線変更を誘導してほしいという要求

などを考虜して設置されている。畑え続けているデジ

タルな標誌は､地域特有の怖報や危険を伝えるために

迅速な表示切り替えができるという特徴があり、動か

ない表示板の補助に役立っている。現状では､こうい

ったデジタル標職はドット･マトリックス<縦横に並んだ

点)方式のものがほとんどであり、ドットの数が少ない

ために不明瞭にならざるをえない。このため､デジタル

標識は従来の標識に比べてはるかに劣るレベルの情

報提供にしか使えない。

デジタル技術は、ルート検索システムのようないくつ

かの重要なナビゲーションを行っている(p､36-37図1‐

3参照)。こういったプログラムは、その道に応じて要

求されるものを考えて作られている。その要求とは、

少しでも早い表示かもしれないし、風景に関するアド

バイスや､キャラバンを率いるための柵報ということも

あるだろう。ユーザーは、道路沿いにあるホテルやガ

ソリンスタンド､歴史的名所などに、ピタリと車を止め

ることもできる。こういったナビゲーションシステムは、

1950年代に(ｊ６作られていた。ある挑聯型の地図装圃

では、マップフォルダーの巧妙なシステムによって、ド

ライバーが国中の広い範囲から表示範囲を選択するこ

とができた。一方､車のギアボックスから機械式の可

動部分を使い、ドライバーのそばにおいた小さな装世

のマップをスクロールさせるものもあった。

コンピュータの初期､衛星による位置確認システム

ができるずっと以前には､数多くのナピゲーションシス

テム城外付けの送信機を付けたり、利用範囲を市内

に限定したり、あるいは車載コンピュータを使ったりし

ていた。このようなシステムのひとつは、マップのカセ

ットを使ったデータベースを搭iIijlし、車の移動方向や

距離を判断するセンサーを装備していた。このシステ
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